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 科学研究費助成事業及び配分状況の概要  

 

○ 科学研究費助成事業は、人文学・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から応用ま

でのあらゆる独創的・先駆的な「学術研究（研究者の自由な発想に基づく研究）」を対象とする「競

争的資金」です。 

専門分野の近い複数の研究者による審査である「ピアレビュー」という方式によって、独立行政法

人日本学術振興会を中心とした審査を経て、その配分が決定されています。 

 

○ 科学研究費助成事業には、助成内容、研究期間、助成規模により、様々な応募区分（研究種目等）

が設定されています（表１）。 

 

○ 本「概要」では、科学研究費助成事業のなかでも、研究者個人や複数の研究者のグループによる研

究を対象としている主な研究種目（※）について、その新規採択状況を中心にポイントを紹介します。 

   

※ 科学研究費助成事業の研究種目のうち、「特別推進研究」、「新学術領域研究（研究領域提案型）」（計画研究

及び公募研究）、「基盤研究」（特設分野研究を除く）、「挑戦的研究」（特設審査領域を除く）、「若手研究」、「研

究活動スタート支援」及び「国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（Ｂ））」。 
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【表１ 科学研究費助成事業における研究種目等】 

 

  

研 究 種 目 等 の 内 容 ・ 目 的
科学研究費

特別推進研究 新しい学術を切り拓く真に優れた独自性のある研究であって、格段に優れた研究成果が期待される
１人又は比較的少人数の研究者で行う研究
（３～５年間（真に必要な場合は最長７年間）２億円以上５億円まで（真に必要な場合は５億円を
超える応募も可能））

新学術領域研究
（研究領域提案型）※

多様な研究者グループにより提案された、我が国の学術水準の向上・強化につながる新たな研究領
域について、共同研究や研究人材の育成、設備の共用化等の取組を通じて発展させる
（５年間　１領域単年度当たり1,000万円～３億円程度を原則とする）

基盤研究（Ｓ） １人又は比較的少人数の研究者が行う独創的・先駆的な研究
　　　　　原則５年間　5,000万円以上 ２億円以下

基盤研究
（Ａ・Ｂ・Ｃ）

１人又は複数の研究者が共同して行う独創的・先駆的な研究
　　（Ａ）３～５年間　2,000万円以上 5,000万円以下
　　（Ｂ）３～５年間　　500万円以上 2,000万円以下
　☆（Ｃ）３～５年間　　500万円以下

挑戦的研究
（開拓・萌芽）

１人又は複数の研究者で組織する研究計画であって、これまでの学術の体系や方向を大きく変革・
転換させることを志向し、飛躍的に発展する潜在性を有する研究
なお、（萌芽）については、探索的性質の強い、あるいは芽生え期の研究も対象とする
　（開拓）３～６年間　　500万円以上 2,000万円以下
☆（萌芽）２～３年間　　500万円以下

若手研究（Ａ・Ｂ） 【平成２９年度公募分まで】
３９歳以下の研究者が１人で行う研究
　　（Ａ）２～４年間　　500万円以上3,000万円以下
　☆（Ｂ）２～４年間　　500万円以下

若手研究　☆ 【平成３０年度公募以降】
博士の学位取得後８年未満の研究者（＊）が１人で行う研究
なお、経過措置として３９歳以下の博士の学位を未取得の研究者が１人で行う研究も対象
（＊）博士の学位を取得見込みの者及び博士の学位を取得後に取得した産前・産後の休暇、育児休
業の期間を除くと博士の学位取得後８年未満となる者を含む
　　　　　２～４年間　　500万円以下

研究活動スタート支援☆ 研究機関に採用されたばかりの研究者や育児休業等から復帰する研究者等が１人で行う研究
　　　　　２年以内　　　単年度当たり150万円以下

奨励研究 教育・研究機関や企業等に所属する者で、学術の振興に寄与する研究を行っている者が１人で行う
研究
　　　　　１年間　　　　10万円以上　100万円以下

特別研究促進費　※ 緊急かつ重要な研究課題の助成
研究成果公開促進費

研究成果公開発表 学会等による学術的価値が高い研究成果の社会への公開や国際発信の助成
国際情報発信強化 学協会等の学術団体等が学術の国際交流に資するため、更なる国際情報発信の強化を行う取組への

助成
学術図書 個人又は研究者グループ等が、学術研究の成果を公開するために刊行する学術図書の助成
データベース 個人又は研究者グループ等が作成するデータベースで、公開利用を目的とするものの助成

特別研究員奨励費 日本学術振興会特別研究員（外国人特別研究員を含む。）が行う研究の助成
（３年以内（特別研究員－ＣＰＤ（国際競争力強化研究員）は５年以内））

国際共同研究加速基金　☆
国際共同研究強化（Ａ） 科研費に採択された研究者が半年から１年程度海外の大学や研究機関で行う国際共同研究。基課題

の研究計画を格段に発展させるとともに、国際的に活躍できる、独立した研究者の養成にも資する
ことを目指す
（1,200万円以下）【平成３０年度公募以降改称】

国際共同研究強化（Ｂ） 複数の日本側研究者と海外の研究機関に所属する研究者との国際共同研究。学術研究の発展ととも
に、国際共同研究の基盤の構築や更なる強化、国際的に活躍できる研究者の養成も目指す
（３～６年間　2,000万円以下）

国際活動支援班　※ 新学術領域研究における国際活動への支援（領域の設定期間　単年度当たり1,500万円以下）
【平成３０年度公募以降、新学術領域研究の総括班に組み込んで公募】

帰国発展研究 海外の日本人研究者の帰国後に予定される研究（３年以内　5,000万円以下）
特設分野研究基金　☆★ 【平成３１年度公募まで】

最新の学術動向を踏まえ、基盤研究（Ｂ）、（Ｃ）に特設分野を設定（応募年度により応募可能な
研究期間が異なる。）

（注３）★印の研究種目等は、平成３１年度は、平成２９年度に設定した３分野で公募。

研 究 種 目 等

（注１）※印の研究種目等の審査は、文部科学省が実施。
（注２）☆印の研究種目等は、基金により実施。
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（Ⅰ）全体・研究種目別の状況について（資料１） 

 

＜応募・採択状況＞ 

○ 令和元年度の主な研究種目の新規応募件数は１０万１，８５７件で、前年度よりも（１，８１５件

（１.８％））減少しており、平成２４年度以来の減少となりました。新規採択件数は２万８，８９２

件で、平成３０年度予算に補正予算５０億円が基金に措置されるとともに、前年度よりも８６億円増

加したことにより、３，０９６件（１２．０％）増加し、新規採択率（※１）は２８．４％となって

います（図１）。なお、継続分を含めた採択件数全体は、７万８，６５０件となっています。 

 

○ 若手研究者の成長を支援する「若手研究」については、新規応募件数は１万９，５９０件で、前年

度よりも（７７９件（３．８％））減少しましたが、新規採択件数は７，８３１件で、前年度よりも

（１，５７５件（２５．２％））大幅に増え、新規採択率は４０．０％となっています。 

また、「研究活動スタート支援」の新規応募件数は３，７４４件で、前年度（３，７４９件）とほ

ぼ同数ですが、新規採択件数は１，４０３件で、こちらも前年度より（４５３件（４７．７％））大

幅に増え、新規採択率は３７．５％となっています。 

 

○ 学術研究の多様性を支え、裾野を広げていく要となる「基盤研究（C）」の新規応募件数は

４万５，７５８件で、前年度よりも（２，１７１件（５．０％））大幅増加となりましたが、新規採択件数は

１２，９１８件で、前年度よりも（７４３件（６．１％））増加し、新規採択率は２８．２％と昨年

度から０．３ポイント上がりました。 

また、国際競争下での研究の高度化に欠かせない「基盤研究（B）」については、新規応募件数は

１万１，３９６件で、前年度よりも（１８１件（１．６％））減少しましたが、新規採択件数は

３，３２７件で、前年度よりも（３６２件（１２．２％））増加し、新規採択率は２９．２％と過去最高

となりました。 

 

 

※１ 新規採択率とは、新規採択件数／新規応募件数。第 5期科学技術基本計画（平成 28～32 年度）の政策目

標は 30％。科研費改革の実施に当たり、改革の基本的な考え方として、「科研費の充実・強化に当たって

は、それぞれの研究種目の性質や個々の計画への適切な配分（充足率等）に留意しつつ、新規採択率の全

体目標（30％）の達成を目指す。」としている。 
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【図１ 科研費の応募・採択件数、採択率の推移】（新規） 

 

（注１）H8、H13、H18、H23、H28 は、各第 1期～第 5期科学技術基本計画の初年度。 
（注２）平成 30 年度以降は、「新学術領域研究（研究領域提案型）」の成果取りまとめ経費は除く。 

 

＜配分額＞ 

○ 令和元年度に採択された研究課題７万８，６５０件（新規２万８，８９２件、継続４万９，７５８

件）に対して配分された助成額は、２，１５４億円（直接経費１，６５７億円、間接経費４９７億円）

となっており、前年度より３６億円（１．７％）増加しています。直接経費と間接経費の割合は、１０:３

となっています。 

 

○ 新規採択分と継続分を合わせた１課題当たりの平均配分額（直接経費）は、２１０万７，０００円

となっており、前年度より６万３，０００円（２．９％）減少しています。（図２）。 

 

【図２ 科研費の１課題当たりの平均配分額（直接経費）の推移】（新規＋継続） 
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令和元年10月現在

　　科学研究費   　 〔 101,337 〕 〔 25,562 〕 〔 25.2 〕 〔 61,417,400 〕 〔 2,403 〕 〔 145,100 〕
100,258 28,612 28.5 65,391,370 2,285 150,900       

【 19,617,411 】

　　特別推進研究 〔 105 〕 〔 12 〕 〔 11.4 〕 〔 1,123,500 〕 〔 93,625 〕 〔 145,100 〕
106 12 11.3 1,123,000 93,583 150,900

【 336,900 】

　　新学術領域研究（研究領域提案型）　 〔 6,158 〕 〔 1,011 〕 〔 16.4 〕 〔 6,383,500 〕 〔 6,314 〕 〔 139,400 〕
5,079          966            19.0 6,184,070     6,402 103,700       

【 1,855,221     】

　　基盤研究 〔 58,322 〕 〔 15,825 〕 〔 27.1 〕 〔 40,764,600 〕 〔 2,576 〕 〔 105,100 〕
60,225 16,931 28.1 42,726,700 2,524 91,600

【 12,818,010 】

　　基盤研究（Ｓ） 〔 704 〕 〔 80 〕 〔 11.4 〕 〔 3,279,800 〕 〔 40,998 〕 〔 105,100 〕
659 81 12.3 3,114,800 38,454 91,600

【 934,440 】

　　基盤研究（Ａ） 〔 2,454 〕 〔 605 〕 〔 24.7 〕 〔 7,310,100 〕 〔 12,083 〕 〔 32,900 〕
2,412 605 25.1 7,116,900 11,763 35,000

【 2,135,070 】

　　基盤研究（Ｂ） 〔 11,577 〕 〔 2,965 〕 〔 25.6 〕 〔 15,170,200 〕 〔 5,116 〕 〔 12,800 〕
11,396 3,327 29.2 16,862,200 5,068 13,400

【 5,058,660 】

　　基盤研究（Ｃ）　＊ 〔 43,587 〕 〔 12,175 〕 〔 27.9 〕 〔 15,004,500 〕 〔 1,232 〕 〔 3,200 〕
45,758        12,918 28.2 15,632,800   1,210 3,100

【 4,689,840     】

　　挑戦的研究 〔 12,634 〕 〔 1,508 〕 〔 11.9 〕 〔 3,832,100 〕 〔 2,541 〕 〔 17,500 〕
11,514 1,469 12.8 3,808,000 2,592 17,500

【 1,142,400 】

　　挑戦的研究（開拓）　 〔 823 〕 〔 82 〕 〔 10.0 〕 〔 595,500 〕 〔 7,262 〕 〔 17,500 〕
699 81 11.6 564,400 6,968 17,500

【 169,320 】

　　挑戦的研究（萌芽）　＊ 〔 11,811 〕 〔 1,426 〕 〔 12.1 〕 〔 3,236,600 〕 〔 2,270 〕 〔 4,500 〕
10,815 1,388 12.8 3,243,600 2,337 4,800

【 973,080 】

　　若手研究   ＊ 〔 20,369 〕 〔 6,256 〕 〔 30.7 〕 〔 8,273,100 〕 〔 1,322 〕 〔 3,100 〕
19,590 7,831 40.0 10,130,700 1,294 3,200

【 3,039,210 】

　　研究活動スタート支援   ＊ 〔 3,749 〕 〔 950 〕 〔 25.3 〕 〔 1,040,600 〕 〔 1,095 〕 〔 1,200 〕
3,744 1,403 37.5 1,418,900 1,011 1,100

【 425,670 】

　　国際共同研究加速基金 〔 2,335 〕 〔 234 〕 〔 10 〕 〔 673,300 〕 〔 2,877 〕 〔 8,900 〕
1,599 280 17.5 749,900 2,678 7,100

【 224,970 】

　　国際共同研究強化（B）   ＊ 〔 2,335 〕 〔 234 〕 〔 10 〕 〔 673,300 〕 〔 2,877 〕 〔 8,900 〕
1,599 280 17.5 749,900 2,678 7,100

【 224,970 】

〔 103,672 〕 〔 25,796 〕 〔 24.9 〕 〔 62,090,700 〕 〔 2,407 〕 〔 145,100 〕
101,857 28,892 28.4 66,141,270 2,289 150,900

【 19,842,381 】

　【表２　科研費（補助金分・基金分）配分状況一覧（令和元年度　新規採択分＿主な研究種目）】

研　究　種　目
研究課題数

採択率　　　（％） 配 分 額　　（千円）
１課題当たりの配分額

応　　募　　　（件） 採　　択　　　（件） 平　均　（千円） 最　高　（千円）

　　※資料１－１－１から抜粋・加工

（注４）　＊は、基金研究種目であるため、「配分額」欄及び「１課題当たりの配分額」欄には令和元年度の当初計画に対する配分額を計上。

（注６）　国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（Ｂ））の平成３０年度第2次補正予算による追加採択分は、前年度分に含めていない。
（注５）　四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。

合　　計

（注１）　「特別推進研究」、「新学術領域研究（研究領域提案型）」（計画研究及び公募研究）、「基盤研究」（特設分野研究を除く）、「挑戦的研究」（特設審査領域を除
　　　　　く）、「若手研究」、「研究活動スタート支援」及び「国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（Ｂ））」について掲載。
（注２）　〔　　〕内は、前年度直接経費を示す。
（注３）　【　　】内は、間接経費（外数）。

5



令和元年10月現在

　　科学研究費   　 〔 150,916 〕 〔 74,861 〕 〔 162,277,303 〕 〔 2,168 〕 〔 162,400 〕
149,988 78,113 163,914,123 2,098 178,200       

【 49,174,237 】

　　特別推進研究 〔 160 〕 〔 67 〕 〔 5,447,500 〕 〔 81,306 〕 〔 162,400 〕
158 64 5,168,000 80,750 178,200

【 1,550,400 】

　　新学術領域研究（研究領域提案型）　 〔 7,741 〕 〔 2,594 〕 〔 21,749,272 〕 〔 8,384 〕 〔 139,400 〕
6,674           2,561           21,185,325      8,272 103,700       

　　　 【 6,355,598       】

　　基盤研究 〔 91,892 〕 〔 49,292 〕 〔 104,598,250 〕 〔 2,122 〕 〔 105,100 〕
94,617 51,253 106,484,798 2,078 91,600

【 31,945,439 】

　　基盤研究（Ｓ） 〔 1,045 〕 〔 421 〕 〔 12,075,400 〕 〔 28,683 〕 〔 105,100 〕
988 410 11,475,800 27,990 91,600

【 3,442,740 】

　　基盤研究（Ａ） 〔 4,063 〕 〔 2,202 〕 〔 18,879,700 〕 〔 8,574 〕 〔 32,900 〕
4,046 2,229 18,913,260 8,485 35,000

【 5,673,978 】

　　基盤研究（Ｂ） ＊１ 〔 18,059 〕 〔 9,402 〕 〔 35,319,050 〕 〔 3,757 〕 〔 12,800 〕
18,113 9,984 37,580,338 3,764 13,400

【 11,274,101 】

　　基盤研究（Ｃ）　＊２ 〔 68,725 〕 〔 37,267 〕 〔 38,324,100 〕 〔 1,028 〕 〔 3,200 〕
71,470         38,630 38,515,400      997 3,100

【 11,554,620      】

　　挑戦的研究 〔 14,305 〕 〔 3,179 〕 〔 7,259,900 〕 〔 2,284 〕 〔 17,500 〕
13,781 3,736 8,158,500 2,184 17,500

【 2,447,550 】

　　挑戦的研究（開拓）　 〔 917 〕 〔 176 〕 〔 1,102,400 〕 〔 6,264 〕 〔 17,500 〕
874 256 1,416,300 5,532 17,500

【 424,890 】

　　挑戦的研究（萌芽）　＊２ 〔 13,388 〕 〔 3,003 〕 〔 6,157,500 〕 〔 2,050 〕 〔 4,500 〕
12,907 3,480 6,742,200 1,937 4,800

【 2,022,660 】

　　若手研究　＊２ 〔 20,369 〕 〔 6,256 〕 〔 8,273,100 〕 〔 1,322 〕 〔 3,100 〕
25,653 13,894 16,212,700 1,167 3,200

【 4,863,810 】

　　若手研究（A）　＊１、３ 〔 980 〕 〔 956 〕 〔 3,675,917 〕 〔 3,845 〕 〔 13,200 〕
604 575 1,839,171 3,199 8,800

【 551,751 】

　　若手研究（B）　＊２、３   　 〔 9,302 〕 〔 9,270 〕 〔 8,424,400 〕 〔 909 〕 〔 2,600 〕
3,808 3,808 2,657,800 698 2,200

【 797,340 】

　　研究活動スタート支援   　 〔 4,695 〕 〔 1,775 〕 〔 1,799,463 〕 〔 1,014 〕 〔 1,500 〕
4,686 2,215 2,207,829 997 1,800

【 662,349 】

　　国際共同研究加速基金 〔 2,335 〕 〔 234 〕 〔 673,300 〕 〔 2,877 〕 〔 8,900 〕
1,856 537 1,786,600 3,327 11,100

【 535,980 】

　　国際共同研究強化（B）   ＊２ 〔 2,335 〕 〔 234 〕 〔 673,300 〕 〔 2,877 〕 〔 8,900 〕
1,856 537 1,786,600 3,327 11,100

【 535,980 】

〔 153,251 〕 〔 75,095 〕 〔 162,950,603 〕 〔 2,170 〕 〔 162,400 〕
151,844 78,650 165,700,723 2,107 178,200

【 49,710,217 】

（注９）　国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（Ｂ））の平成３０年度第2次補正予算による追加採択分は、前年度分に含めていない。

　【表３　科研費（補助金分・基金分）配分状況一覧（令和元年度　新規採択+継続分＿主な研究種目）】

研　究　種　目
研究課題数

配 分 額　　（千円）
１課題当たりの配分額

応　　募　　　（件） 採　　択　　　（件） 平　均　（千円） 最　高　（千円）

　　※資料１－１－２から抜粋・加工

（注６）　＊２は、基金研究種目であるため、「配分額」欄及び「1課題当たりの配分額」欄には令和元年度の当初計画に対する配分額を計上。
（注７）　＊３は、継続課題のみ計上。
（注８）　四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。

合　計

（注１）　本資料は、令和元年度に採択された新規課題に既に採択されている継続課題を加え集計したもの。
（注２）　「特別推進研究」、「新学術領域研究（研究領域提案型）」（計画研究及び公募研究）、「基盤研究」（特設分野研究を除く）、「挑戦的萌芽
　　　　　研究」、「挑戦的研究」（特設審査領域を除く）、「若手研究」、「研究活動スタート支援」及び「国際共同研究加速基金（国際共同研究強化
　　　　　（Ｂ））」について集計・掲載。なお、「挑戦的萌芽研究」は、延長課題（７件）のみであり「科学研究費」、「合計」の欄に計上。

（注３）　〔　　〕内は、前年度直接経費を示す。
（注４）　【　　】内は、間接経費（外数）。
（注５）　＊１のうち、平成２５～２６年度採択課題は一部基金を措置しているため、「配分額」欄及び「１課題当たりの配分額」欄には令和元年度の当
　　　　　初計画に対する配分額を計上。
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（Ⅱ）研究者の属性別の状況について（資料２） 

 

＜女性研究者の状況＞ 

○ 女性研究者に係る採択件数は、６，２５０件となっており、全体の２１．６％を占めています（図

３－１）。新規採択率は、男性が２８．０％、女性が２９．７％となっており、女性の方がやや高く

なっています（資料２－１）。 

※日本の研究者に占める女性の割合は１６．２％（大学に所属する研究者の場合２７．１％）（平成３０年度） 

【出典：総務省統計局「科学技術研究調査報告」】 

     

○ 女性研究者の登録人数が増加する中で、女性研究者の採択件数・比率とも増加傾向にあり、採択件

数は過去５年間で１，１８１件（２３．３％）増加しています（図３－２及び図３－３）。 

 

【図３－１ 男女別 応募・採択の状況】（新規） 

 

 

【 図 ３ － ２ 女 性 研 究 者 登 録 人 数 ・ 比 率 の 推 移 】     【 図 ３ － ３  女 性 の 採 択 件 数 ・ 比 率 の 推 移 】 
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＜４０歳未満の研究者の状況＞ 

○ ４０歳未満の研究者に係る採択件数は、全体の３７．９％となっており、年代別の区分では４０歳

未満の割合が最も大きくなっています（図４）。 

 

○ ４０歳未満の研究者の新規採択率は３８．０％となっており、全体平均の２８．４％を約１０ポイ

ント上回っています（図５）。 

 

【図４－１ 年齢別 応募・採択の状況】（新規） 

 

                年齢別 応募件数・採択件数   

 
 

【図４－２ ４０歳未満の研究者の採択件数・比率の推移】（新規） 
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【図５ 年齢別 採択率の状況】（新規） 

 

  

全体平均 
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（Ⅲ）研究機関種別の状況について（資料３） 

 

○  応募件数・採択件数及び応募額・配分額について、研究者が所属する研究機関種別の割合を見る

と、昨年度と同様、国立大学、私立大学、その他（国立研究開発法人、大学共同利用機関法人、短期

大学、高等専門学校 等）、公立大学の順となっています（図６）。 

 

【図６ 研究者が所属する研究機関種別に見た応募・採択の状況（件数・額）】（新規） 

 

 

 

 

（注１）研究代表者が所属する機関により整理。 

（注２）四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。  

研究機関種別の応募額・配分額（直接経費） 
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○ 研究機関種別の比率は、長期にわたり私立大学の拡大傾向が続いています。最近１０年間の新規の

採択件数比率の推移について見ると、私立大学が占める割合は２３．６％から２８．８％に上昇する

一方、国立大学は５７．５％から５１．８％に低下し、国・私立大学間の差は縮小（約１１ポイント

減少）しています（図７）。 

 

【図７ 研究者が所属する研究機関種別に見た採択件数比率の推移】（新規） 

 
 

○ 研究者登録人数と新規応募件数との比率について見ると、国立大学の比率が最も高く、５５．９％

となっています（表４）。 

 

【表４ 研究者登録人数と科研費への応募件数】 

区 分 研究者登録人数（①） 新規応募件数（②） 比率（②/①） 

国立大学 85,215 人  47,632 件  55.9％  

公立大学 19,185 人  8,322 件  43.4％  

私立大学 124,192 人  33,588 件  27.0％  

その他 58,630 人  12,315 件  21.0％  

計 287,222 人  101,857 件  35.5％  

（注）「研究者登録人数」は平成３０年１１月時点での所属により分類。 
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（Ⅳ）審査区分別の状況について（資料４）  

 

○ 

大区分別の採択件数は、多い順に大区分Ｉが３２．５％、大区分Ａが２３．２％、大区分Ｃが

７．４％となっています。大区分別の配分額も、多い順に大区分Ｉが２４．０％、大区分Ａが１５．１％

、大区分Ｃが９．７％となっています。 

 

○ それぞれの大区分に含まれる中区分については表５のとおりです。 

 

【図８ 大区分別の採択件数・配分額】（新規） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※上記 A～Jの大区分については、各大区分の対象分野が固定的に捉えられることのないよう具体的な分

野名は付さず、アルファベット表記としているが、各大区分は概ね下記のような研究に関連している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注１）対応する大区分が複数ある中区分及び小区分は、採択件数、配分額を按分して集計している。 
（注２）「特別推進研究」、「新学術領域研究（研究領域提案型）」（計画研究及び公募研究）、「基盤研究」（特設分野

研究を除く）、「挑戦的研究」（特設審査領域を除く）、「若手研究」及び「国際共同研究加速基金（国際共同
研究強化（Ｂ））」について分類。（「研究活動スタート支援」は個別の審査区分により審査をしているため
含まない。） 

（注３）四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。  

・大区分Ａは「人文学・社会科学関連」 
・大区分Ｂは「数物系科学関連」 
・大区分Ｃは「工学（機械、電気電子、土木等）関連」 
・大区分Ｄは「工学（材料、ナノ、応用物理等）関連」 
・大区分Ｅは「化学関連」 
・大区分Ｆは「農学関連」 
・大区分Ｇは「生物学関連」 
・大区分Ｈは「薬学関連」 
・大区分Ｉは「医・歯学関連」 
・大区分Ｊは「情報学関連」 
・大区分Ｋは「環境学関連」 
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【表５ 審査区分表】 

 

 

大区分A 大区分F

中区分名 中区分名

思想、芸術およびその関連分野 農芸化学およびその関連分野

文学、言語学およびその関連分野 生産環境農学およびその関連分野

歴史学、考古学、博物館学およびその関連分野 森林圏科学、水圏応用科学およびその関連分野

地理学、文化人類学、民俗学およびその関連分野 社会経済農学、農業工学およびその関連分野

法学およびその関連分野 獣医学、畜産学およびその関連分野

政治学およびその関連分野

経済学、経営学およびその関連分野 大区分G

社会学およびその関連分野 中区分名

教育学およびその関連分野 分子レベルから細胞レベルの生物学およびその関連分野

心理学およびその関連分野 細胞レベルから個体レベルの生物学およびその関連分野

個体レベルから集団レベルの生物学と人類学およびその関連分野

大区分B 神経科学およびその関連分野

中区分名

代数学、幾何学およびその関連分野 大区分H

解析学、応用数学およびその関連分野 中区分名

物性物理学およびその関連分野 薬学およびその関連分野

プラズマ学およびその関連分野 生体の構造と機能およびその関連分野

素粒子、原子核、宇宙物理学およびその関連分野 病理病態学、感染・免疫学およびその関連分野

天文学およびその関連分野

地球惑星科学およびその関連分野 大区分I

中区分名

大区分C 腫瘍学およびその関連分野

中区分名 ブレインサイエンスおよびその関連分野

材料力学、生産工学、設計工学およびその関連分野 内科学一般およびその関連分野

流体工学、熱工学およびその関連分野 器官システム内科学およびその関連分野

機械力学、ロボティクスおよびその関連分野 生体情報内科学およびその関連分野

電気電子工学およびその関連分野 恒常性維持器官の外科学およびその関連分野

土木工学およびその関連分野 生体機能および感覚に関する外科学およびその関連分野

建築学およびその関連分野 口腔科学およびその関連分野

航空宇宙工学、船舶海洋工学およびその関連分野 社会医学、看護学およびその関連分野

社会システム工学、安全工学、防災工学およびその関連分野 スポーツ科学、体育、健康科学およびその関連分野

人間医工学およびその関連分野＊

大区分D

中区分名 大区分J

材料工学およびその関連分野 中区分名

化学工学およびその関連分野 情報科学、情報工学およびその関連分野

ナノマイクロ科学およびその関連分野 人間情報学およびその関連分野

応用物理物性およびその関連分野 応用情報学およびその関連分野

応用物理工学およびその関連分野

原子力工学、地球資源工学、エネルギー学およびその関連分野 大区分K

人間医工学およびその関連分野＊ 中区分名

環境解析評価およびその関連分野

大区分E 環境保全対策およびその関連分野

中区分名

物理化学、機能物性化学およびその関連分野

有機化学およびその関連分野 ＊印は複数の大区分に表れる中区分

無機・錯体化学、分析化学およびその関連分野

高分子、有機材料およびその関連分野

無機材料化学、エネルギー関連化学およびその関連分野

生体分子化学およびその関連分野
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